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ZKT-108:2007 

粗骨材の表面水率試験方法（簡易法） 
ZKT-108:1982（制定） 

2007（改正） 

[全生工組連試験方法] 
 
1. 適用範囲 この規格は，簡易法として粗骨材の表面水率の測定に適用する。 

 

2. 試験器具 

2.1 はかり はかりは，ひょう量5kg以上，目量が0.5g又はこれより小さいものとする。 

2.2 試料容器 試料容器は，直径約200mm，深さ約200mmの金属製またはプラスチック製の蓋のない，水密な

容器とする。 

2.3 吊りフック 吊りフックは，はかりから水中に容器を吊すことができるものとする。 

2.4 水槽 水槽は，試料容器を水中に入れる適当な大きさのものとする。 

3. 試 料 試料は、代表的なものを表面水が蒸発または飛散しないようにすばやく約1kg採取し，直ちに測定する。 

4. 試験方法 

1) 試料約1kgを試料容器に入れ，0.5gまで試料の質量(A)を正確にはかる。 

2) 試料容器に注水し，骨材表面および粒子間の空気泡を完全に除去する。懸濁物が十分沈降してから静かに試料容

器を水槽につけ試料の水中質量(B)を正確にはかる。 

  参考 試料容器の空中および水中質量をあらかじめ求めておく。 

6. 結果の計算 試料の表面水率は，次の式によって算出し，四捨五入を行って小数点以下1けたに丸める。 

100×
−

=
C

CAP  

1−
×=

G

GBC
ρ
ρ  

   ここに，P：表面水率（%） 
       A：試料の空中質量（g） 

       B：試料の水中質量（g） 

       C：試料の質量（g） 
      Gρ ：試料の表面乾燥飽水状態密度（g/cm3） 

7. 報 告 報告には次の項目を記載する。 

1) 粗骨材の種類及び産地 

2) 試料を採取した場所及び日時 

3) 試験日時 

4) 表面水率（%） 
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ZKT-108:2007 

粗骨材の表面水率試験方法（簡易法） 

解 説 
 
この解説は，本体に規定した事柄及びこれらに関連した事柄を説明するもので，規格の一部ではない｡ 

 

1. 制定の経緯 骨材の含水状態は解説図 1 のように分類

され，骨材の表面に付着している水の量を表面水量と定義

され，有効吸水量の変化に応じて使用水量を調整すること

は，コンクリートの品質管理上，極めて重要なことである。 

 粗骨材の表面水率は一般に少なく，湿った砂利，または

砕石で1.5～2.0%程度とされ，近似的には含水率から JIS A 

1110（粗骨材の密度及び吸水率試験方法）による24時間 

吸水率を差引いて求めることができ，精密法として JIS A 

1125（骨材の含水率試験方法及び含水率に基づく表面水率の試験方法），簡易法としてZKT-108が制定されている。 

 ZKT-108は，JIS A 1110による試料の表面乾燥飽水状態の密度から試料の表面乾燥飽水状態の質量を求め，湿潤質量

との差から表面乾燥飽水状態の粗骨材質量に対する表面水率を求める簡易法である。 

2. ZKT-108と JIS A 1125の相互関係 技術開発部会では，2006年にZKT-108と JIS A 1125とについて方法をおこな

い，試験結果を解説表1に示した。 
 

              解説表1  ZKT-108と JIS A 1125の試験結果比較 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

解説表1において，試験毎に表面乾燥飽水状態密度を測定した場合のZKT-108の試験結果と試験毎に吸水率を測定

した JIS A 1125の結果とは近似している。これに対して，表面乾燥飽水状態密度を一定として求めたZKT-108の繰返

し試験における表面水率の標準偏差は，吸水率を固定した JIS A 1125の標準偏差よりも大きくなっている。ただし，

解説表1の試験結果に対して二つの母分散の差の検定を行った結果では，骨材の種類，最大寸法及び実積率の違い並

K 40 K 25 M 25 C 40 C 20 K 25
0.4～0.7 0.9～1.3 1.4～1.7 0.6～0.7 1.8～2.0 1.9～2.2

0.5 1.2 1.5 0.7 1.9 2.1
0.2 0.3 0.2 0.1 0.1 0.2
0.12 0.17 0.14 0.05 0.11 0.13

0.5～0.6 1.1～1.3 1.1～1.4 0.9～1.1 2.4～2.6 2.4～2.6
0.5 1.2 1.3 1.0 2.5 2.5
0.1 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1
0.07 0.1 0.12 0.09 0.07 0.07

0.9～1.9 1.0～1.6 1.0～1.6
1.3 1.3 1.3 *1  表面乾燥飽水状態密度測定
0.6 0.3 0.3 *2  吸水率測定
0.48 0.24 0.30 *3  表面乾燥飽水状態密度固定

0.6～0.9 0.7～1.1 0.7～1.1 *4  吸水率固定
0.8 1.0 1.0 　試験は1種類の骨材について
0.2 0.3 0.3
0.14 0.17 0.16

　5回ずつ試験を繰り返した。
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解説図1 骨材の含水状態 
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びに繰返し試験等における両試験法の差は大きいとは言えないことが分かった。 

以上のことから，ZKT-108は JIS A 1125に対し，総体的に標準偏差，分散が幾分大きい値を示すが，統計検定では

差が大きくないことが明らかとなっているので，表面水率測定の簡易試験法として工程管理等にも広く適用できる。 

なお，ZKT-108と JIS A 1125の試験結果の詳細については，解説表2に示すとおりである。 
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解説表2  ZKT-108と JIS A 1125の比較結果詳細表 

 

 


